








要旨:先天性筋ジストロフイー児 83 例中 16 例(3 力月- 9 歳 1 力月)で、発熱を伴う軽微な

感染を契機に、筋力低下の一過性増悪、CK 値の一過性急上昇を来たすエピソードを観察

し、その臨床像を検討した。発生時期は 7 月が 8 例と最も多く、次いで 6 月と 8 月,9 月

が各 2例、12 月,1 月の冬期が各 1例であった。有熱期間は 2～8日(平均 3.8 日)で、発熱

後 3～9 日(平均 4.4 日)後に筋力低下が増悪し、運動機能レベルの低下を認めた。筋力回

復に伴う運動機能レベル再獲得には 5～36 日(平均 12.7 日)を要した。ウイルス抗体検索

は 6 例に施行し、内 2 例でコクサッキーウイルスの抗体価(cF)上昇を認めた。9 例で血清

CK 値の変動を追跡したが、筋力低下に気づいた時での血清 CK 値は患児の通常値の 2～6

倍に相当した.


